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論
点
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ジ
ョ

ン

•
オ

ウ

エ
ン
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
，
ハ
リ
ン
ト
ン
の
君

想
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
る
。

著
者
が
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ジ

ョ
ン

.
オ
ウ
エ
ン
を
、
ビ
ユ
I

リ
タ

ニ
ズ
ム
の
思
想 

家
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
は
、
オ
ウ
エ
ン
がI

貫
し 

て
革
命
の
主
流
に
あ
っ
て
、
純
粋
に
ヵ
ル
ヴ
ィ
二
ズ 

ム
の
教
義
を
守
り
続
け
、
更
に
体
系
的
な
著
作
を
残 

し
た
か
ら
で
あ
る
。
オ
ウ
ニ
ン
の
救
済
論
の
大
前
提 

は
祌
の
支
配
の
絶
対
性
で
あ
る
。
彼
の
救
済
論
の
一 

つ
の
支
柱
で
あ
る「

信
仰
の
み
に
よ
る
義
認J

.
へ
に
お 

い
て
、
信
仰
の
し
め
る
位
置
は
、
特
殊
な
も
の
で
あ 

る
。
も
し
信
仰
が「

救
済
の
条
件」

で

あ

る

な

ら 

ば
、
人
は
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
に 

な
り
、
救
済
の
条
件
は
人
間
の
側
に
あ
る
こ
と
に
な 

る
。
こ
れ
が
神
の
支
配
の
絶
対
性
と
予
定
説
に
矛
盾 

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
オ
ウ
エ
ン
の
場
合
、
 

救
済
の
原
因
は
あ
く
ま
で
神
の
ぅ
ち
に
あ
り
、
唐
卬 

は
条
件
で
は
な
く
、
救
済
に
い
た
る
手
段
あ
る
い
は 

m
具

因(instrumental c
a
u
s
e
)

で
あ
る
。

Hmln 

ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
ぱ
れ
る
の
で
は
な
く
、

I
v
i 

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
信
ず
る
の
で
あ
る
。

予
定
説
の
決
定
論
は
、
オ
ウH

ン
の
場
合
に
は
"

.

マ
ッ
ク
ス

•

ウ
ヱ

I

バ
！
が

「

プ

ロ
テ
ス

タ
ン

テ
ィ

ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神」

.で
、「

救
済
の

普
遍
性」

を
主
張
し
つ
つ
、
し

か

も「

倫
堙
的
に
み 

て
予
定
説
の
決
定
的
な
点
.

J

は
守
っ
た
と
し
た
リ
チ 

ャ
ー
.ド

;*

パ
ク
ス
タ
ー
よ
.り
も
論
理
的
に
一
貫
し
た 

も
の
で
あ
り
、
.峻
厳
で
あ
る
。
.才
ゥ
エ
ン
の
考
え
る 

人
間
の
意
志
の
自
由
と
は
、
神

の
意
志
に
従
う
こ
と 

で
あ
り
、
人
間
の
な
し
得
る
こ
と
は
、
た
だ
祌
の
支 

配
を
信
ず
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
オ
ゥ
ユ
ン
の「

予
定
説」

、「

信
仰
の
み 

に
よ
る
義
認J

は
行
為
め
軽
視
や
宿
命
論
を
意
味
す 

る
の
で
あ
ろ
う
か
。.
彼
は
、
救
済
は
信
仰
に
よ
ら
て 

の
み
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
信
仰
が
そ
れ
だ
け 

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
は
救
い
に
い
た
る
こ
と
は 

で
き
な
い
と
考
え
る
。「

潔
白
、

行
為
、

成
果
を
と 

も
な
わ
な
い
よ
う
な
信
仰
は
む
な
し
い」

と
い
う

彼 

の
言
葉
は
、
オ
ゥH

ン
に
お
'け

る

「

祌
の
支
配
の
絶 

対
性」

ぶ
、
人
間
の
主
体
的
努
力(

善
行
、
聖
書
の 

遵
守)

の
場
を
全
く
残
さ
な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と 

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
方
、
オ
ゥH
ン
は
遇
ば
れ
ざ
る
人
々
の
破 

滅
と
永
遠
の
苦
し
み
を
断
言
す
る
。
だ
が
、
神
の
え 

ら

び

は「

神
の
か
く
さ
れ
た
意
図」
で
あ
り
、
誰
が 

救
済
に
予
^
!さ
れ
、
誰
が
破
滅
に
予
定
さ
れ
て
い
る 

か
を
人
間
が
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
予
定 

説
は
目
的
と
手
段
の
転
倒
を
生
む
。
救
済
と
い
う 

窮
極
の
目
的
は
お
お
^
;
,
力
く
さ
れ
て
、
手
段
で
あ
つ
.

1
〇

八

(

四
五
八)

た
信
仰
や
善
行
が
目
的
化
さ
れ
、
救
済
は
結
果
と
な 

る
。
こ
う
し
て
予
定
説
を
も
た
な
い
力
ソ
リ
シ
ズ
ム 

や
ル
タ
ー
主
義
が
信
仰
を
救
済
と
.い
うH

：

的
の
た
め 

の
手
段
と
み
な
し
、
そ
こ
に
打
算
、
偽諸

！！

が
入
り
こ 

み
が
ち
な
の
に
反
し
て
、
オ
ゥ
エ
.ン
の
場
合
に
は
、
 

目
.的
化
さ
れ
た
信
仰
や
善
行
は
矮
小
化
を
免
か
れ
る 

の
で
あ
る
。

さ
て
、
著
者
は
力

ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の

予

定

説

が 

「

個
々
人
の
か
つ
て
み
な
.い
.内
面
的
孤
；̂
化
の
感
M」 

■を
生
み
、
自
然
的
有
機
体
的
関
係
か
ら
.の
個
人
の
解 

放
を
生
ん
.だ
と
す
る
マ
ッ
ク
ス
•
ゥ
ヱ
ー

バ
ー
の

説 

を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
' 予
定
説
が
.生
ん
だ
.他
の
側 

面
、
神
の
選
民
の
速
帯
性
、
信
仰
共
同
体
と
い
う
新 

し
い
有
機
体
的
関
係
の
成
立
'^
強
調
す
る
。
更
に
著 

者
は
、
オ
ゥ
エ
ン
の「

信
者
集
団
と
し
て
の
教
会」

は
、
従
来
か
ら
分
離
派
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
来 

た
が
、
オ
ゥ
ヱ

ン
は
セ
タ
ト

型
の
教
会
観
，に
立
ち
な 

が
ら
、
し
か
も
な
お
分
離
派
で
は
な
い
と
す
る
の
で 

あ
る
。
オ
ゥH

ン
に
と
っ
て
、
教
会
の
純
潔
を
保
ち 

つ
つ
、
非
分
離
の
立
場
を
貫
く
こ
と
は
、
全
国
の
教
会 

を
す
ベ
て
純
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ 

る
。
こ
こ
か
ら
、

神
の
選
民
が
そ
の
純
潔
を
守
る
た 

め
に
孤
高
の
場
に
逃
れ
る
分
離
派
に
は
見
ら
れ
な
い 

ハ
戦
闘
的
教
会
|_
が
生
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
で 

あ
る
。

オ
ゥH

ン
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
、「

革
命
の 

思
想」

と
な
り
得
た
の
は
、
彼
の
予
定
説
や
教
会
観 

が
、
こ
う
し
た
選
民
の
戦
關
性
之

速
带
性
を
生
み
出 

し
、
そ
れ
も
個
人
生
活
の
組
織
化
を
媒
介
と
し
て
で 

は
な
く
、
逆
に
戦
關
性
と
速
带
性
が
個
人
生
活
の
厳 

し
い
組
織
化
と
規
徘
性
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
こ 

と
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
革
命
に
お
い
て
社
会
的
意 

味
を
持
ち
得
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

第

三

窜「

経
験
論
の
思
想」

に
お
け
る
ジ

X

丨
ム 

ズ
•

ハ
リ
ン
ト
ン
は
、

一
六
五
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
。

『

オ
シ
ア
ナ

共
和
国』

の
序
論
後
半
に
お
い
て
、
土 

地
所
有
関
係
の
変
動
と
政
治
形
態
の
変
化
を
ィ
ギ
リ 

ス
史
に
つ
い
て
跡
づ
け
、
封
建
制
の
成
立
' 
絶
対
王 

政
の
成
立
、
修
逍
院
解
散
以
降
の
平
民
の
土
地
所
有 

の
増
大
、
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
る
政
治
形
態 

の
変
化
、
.絶
対
王
政
の
崩
壊
、
市
民
革
命
の
必
然
性 

を
説
い
た
。
彼
に
と
っ
て
、
旧
体
制
復
活
の
試
み
は 

無
意
味
で
あ
り
、
共
和
制
の
安
定
こ
そ
と
る
べ
き
唯 

一
の
方
向
で
あ
.っ
た
。，

ハ
リ
ン
ト
ン
は
人
問
の
主
体
性
と
自
由
は
必
然
性 

を
理
解
し
、
そ
の
な
.か
に
自
か
ら
の
行
動
を
定
め
る 

こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
彼

が

『

■オ
シ

ア 

ナ
共
和
国』

で
本
命
の
必
然
性
と
共
和
制
の
樹
立
を 

説
い
た
一
六
五
六
年
に
は
;'
な
お
政
局
は
動
揺
を
続 

け
て
い
た
。
彼
が
歴
史
の
必
然
性
の
名
の
も
と
に
説
_

新

刊

紹

介

い
た
の
は
、
実
は
旧
国
王
派
ま
.で
ふ
く
め
た
形
で
の 

政
，局
の
安
定
で
あ
り
、
妥
協
的
な
革
命
の
終
息
で
あ

っ
た
。

オ
ウH

ゾ
に
見
ら
れ
た
神
の
支
配
の
絶
対
性
が
、
 

逆
説
的
に
現
状
変
革
の
力
と
主
体
性
を
生
み
だ
し
た 

の
に
反
し
、

ハ
リ
ン
ト
ン
の
歴
史
的
必
然
性
と
決
定 

論
の
思
想
は
現
状
肯
定
的
、
保
守
的
で
あ
っ
た
。
市 

民
革
命
期
の
経
験
論
の
M
ii
l
的
性
格
は
、
革
命
の
主 

体
的
推
進
力
と
な
る
こ
と
に
あ
っ
た
.の
で
は
な
く
、
 

そ
の
成
果
だ
け
を
つ
み
と
ろ
ぅ
と
す
る
階
層
の
ィ
デ 

オ
ロ
ギ
ー
た

る
こ
と
.に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
著
渚
の
ィ
ギ
リ
ス
市
民
革
命
史
研
究
の
三 

部
作
、「

革
'命
史J

、
「

革
命
の
思
想
構
造」

、「

革
命 

の
経
済
構
造」

の
第
一
一
部
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
 

い
ず
れ
第
三
部
の
完
成
を
ま
っ
て
、
ィ
ギ
リ
ス
市
民 

革
命
の
統
一
的
全
体
像
の
分
析
が
刊
行
さ
れ
る
も
の 

と
思
わ
れ
る
。

.

尚
、
最
後
に
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
本
文
第
四
章
一 

五
五
頁
六
行
卧
の「

へ
ン
リ
*
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

」

は 

オ
リ
ヴ
ァ
ー

,

ク
P

ム
ウ

ェ
ル
の

誤
り
で
は
な
か
ろ 

ぅ
か
。

護
国
卿
の
ク
ロ
ム
ウ

ェ
ル
は
、
オ
リ
ヴ
ァ
ー 

か
そ
の
子
リ
チ
_ャ
ー
ド
で
あ
る
。(

未
来
社
.
一
九 

六
六
年
十 
一■月
刊
パ
.
A 

5•
本
文
ニ
七
八
者
作
目 

録
ー
一
一
索
引
八
頁
•
一
 

四
〇
〇
円)

—

安

元

'
稔
I

エ

ミ
ー
ル
•ジ
ャ
ム
著

久
保
田
明
光
，.
山
川
義
雄
訳

.
『

経済思想史

』

著
者
は
こ
の
本
の
序
文
の
な
か
で
、
こ
の
書
物
は 

何
ょ
り
も
ま
ず
経
済
学
士
の
学
士
号
を
得
る
た
め
に 

準
備
し
て
い
る
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る
、
と
い
う 

こ
と
を
言
つ
て
お
り
、

.

い
わ
ゆ
る
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク 

ス
の
教
科
書
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
か
と
も
思
わ
れ 

る
。
だ
が
こ
の
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
り
、
私
た 

ち
は
彼
が
言
う
こ
と
を
真
に
受
け
る
こ
と
は
必
要
で 

は
な
い
し
、
ま
た
そ
う

し
て
は
な
ら
な
い
と
き
が
あ 

る
。

一
般
に
教
科
書
及
び
参
考
書
の
た
ぐ
い
の
も
の 

は
、
味
気
が
な
く
、
ま
た
何
か
商
業
的
、
あ
る
い
は 

中
途
半
端
な
感
が
あ
り
、
と
く
に
、
経

済

•
社
会
諸 

科
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
そ
の
ょ
う
な
書
物
を
つ 

か
う
場
合
に
は
、

■一
時
的
、
便
宜
上
の
み
使
用
す
る 

こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
，

こ
の
■本
の
著
者
工
ミ—

ル

.
ジ
ャ

A
,は
一
八
九
九 

年
南
仏
の
ピ
ュ
イ
•
.

ド

r

ド
ー
ム
県
の
リ
オ
ム
に
生 

れ
、

一
九
三
八
年
パ
リ
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
、

一
九
四
八
年
以
来
ユ
コ
ー
ル
，
デ

*
オー

ト

，
ゼ
チ 

ュ
ー
ド

.

コ

メ

ル
シ
ア
ル
教
授
、
.
一
九
五
〇
年
以
来

，エ
コ
ー
ル

•

プ
ラ
テ
イ
ク

•

デ

•

オ
ー
ト
•
セ
チ
ユ

一
〇
九

(

四
五
九)



丨
ド
教
授
で
も
あ
り
、
貨
幣
経
済
理
論
、
経
済
理
論 

史
、
経
済
思
想
史
、
労
働
経
済
学
等
の
講
義
を
行
?

て
き
て
お
り
、
彼
の
主
張
は
フ
ラ
ン
ス
.
ソ
シ
オ
ロ 

ジ
ス
ム
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
.こ
の
書
物
に
お 

い
て
も
、
.余
り
に
も

-—
*
面
的
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い 

は
セ
ク
ト
的
で
あ
る
と
か
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で 

は
な
く
、
.
一
応
ど
こ
か
ら
で
も
、「

経
済
思
想
史/

 

広
い
意
味
で
の
、

「

経
済
学」

を
研
究
し
、

あ
る
い 

は
前
後
の
諸
関
係
を
固
く
な
る
こ
と
な
し
に
見
直
し 

て
み
る
、
-と
い
う
気
持
に
さ
せ
る
。

著
者
は
こ
の
書
物
を
六
篇
に
分
け
、
そ
の
第
一
篇 

を
、

一
般
的
体
系
化
の
す
ぐ
れ
た
試
み
以
前
の
経
済 

思
想——

一

七
五
〇
年
以
前
、
と
し
て
、
そ
の
第一 

章
を
击
代
思
想
、
第
.一
一
章
、
中
世
、
.第
三
章
、
重
商 

主
義
、
第
四
章
を
、

自
然
法
に
対
す
る
信
念
、
と 

し
、
第
二
篇
を
、
古
典
主
義
学
派
、
と
し
、
そ
の
第 

一
章
、

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
、

第
一
一
章
、
ア
ダ
ム

. 

ス
ミ
ス
、
第
三
章
、
イ
ギ
リ
ス
古
典
主
義
渚
、
第
四 

章
、
古
典
学
派
の
フ
ラ
ン
ス
の
支
流
、
第
五
章
、
古 

典
主
義
諸
学
派
の
評
価
、
と
し
、
第
三
篇
は
、.
古
典 

主
義
学
派
に
対
す
る
最
初
の
反
動
と
し
て
、
そ
の 

第
一
章
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ

.
第
一
一
章
、
価
値
理
論
お 

ょ
び
分
配
理
論
に
関
す
る
若
干
の
新
し
い
説
明
、
第 

三
章
、

資
本
主
義
の
最
初
の
.批
判
。

「

空
想
的」

社 

会
主
義
、
第
四
章
、
歴
史
学
派
と
そ
の
追
随
者
、
第

五
章
、
経

済

「

恐
慌」

に
関
す
る
最
初
の
論
議
、
第 

六
章
、
：
ス
チ
ュ
.ア
—

•ミ
ル
、
.第
七
章
、
カ
ー
ル
；
 

マ
ル
ク
ス
、
と
し
て
、
第
四
篇
に
て
は
、
新
古
典
主 

義
諸
学
派
、
に
つ
い
て
述
、ベ
、
そ
の
.第
一
章
、
先
駆 

者
、

第
二
章
、

「

新
古
典
主
義」

の
開
拓
者
、
第
三 

章
、
新
旧
古
典
主
義
理
論
の
調
和
の
試
み
。

ア
ル
フ 

レ
ッ
ド

♦
•マ
ー
シ
ャ
ル
、
第
四
章
、
ア
メ
リ
カ
の
限 

界
主
義
学
派
、
第
五
窣
、
限
界
主
義
学
派
、

第
六 

章
、

L
. IN

ル
ラ
ス
の
後
継
者
、
第
七
章
、
新
古
典 

主
義
者
と
社
会
問
題
、
と
し
て
、
次
の
第
五
篇
に
て 

は
、
新
古
典
主
義
を
こ
え
て(

一
九
〇
〇
丨
一
九
三 

〇
年)

、
と
し
、

そ
の
緒
論
に
て
は
、

T
.
ヴ
エ
ブ 

レ
ン
、
0

•
シユパン、

F

•
シ
.、
、
、
ア

ン

に
.つ

v
'て 

述
べ
て
お
り
、
第
一
章
、

マ
ル
ク
ス
主
義
.の
発
展
、
 

第
二
章
、
貨
幣
的
均
衡
に
か
ん
す
る
諸
研
究
、
第
三 

章
、
競
争
の
分
析
、
第
四
章
、
均
衡
へ
の
障
害
と
そ 

の
お
，こ
り
ぅ
べ
き

欠
陥
、
第
五
章
、
s
ltt
l
主
義
の
反 

撃
、
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
の
第
六
篇
に
て
は
、
成 

長
と
停
滞
、
と
し
て
、
そ
の
第
ー
章
、
ケ
ィ
ン
ズ
の 

思
想
、
第
一一

章
、
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
運
命
、
 

第
三
章
、
新
し
い
分
析
の
諸
方
法
、
第
四
章
、
短
期 

動
学
の
推
敲
の
も
ろ
も
ろ
の
試
み
、
第
五
章
、
成
長 

.の
理
論
"
第
六
章
、
経
済
単
位
の
行
動
，
と
結
ん
で 

ぁ
る
。
-

こ
の
よ
う
に

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、

著
者
は
様

ニ

〇

(

四
六
0) 

■

々
の
角
度
か
ら
、
経
済
思
想
の
流
れ
を
観
察
し
、
分 

析
し
て
お
り
、
，
そ
の
緒
論
で
も
述
べ
て
お
る
が
、
経 

済
学
研
究
に
お
い
て
は
、
理
論
と
教
義
は
密
接
に
結 

び
つ
い
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
観
察
の
整
理
、
体
系 

化
、
価
値
判
断
お
よ
び
改
革
の
提
案
等
は
区
別
す
る 

こ
と
が
で
.き
ぬ
.ほ
ど
か
ら
み
あ
っ
て
お
り
、
経
済
科 

学

を

「

理
論」

の
研
究
に
局
限
す
る
こ
と
の
誤
り
を 

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
科
学
を
狭
く
限
定
し 

て
は
な
ら
な
い
>
-と
い
ぅ
彼
の
考
え
方
は
、
経
済
行

. 

.為
の
動
機
と
目
的
の
多
様
性
、
組

織

形

態

の

多

様

. 

性
、
い
わ
ゆ
る
経
済
外
的
な
変
化
が
経
済
に
お
よ
ぼ 

す
影
響
を
考
え
て
み
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い 

い
、
こ
れ
ら
様
々
の
動
機
、
経
済
構
造
の
核
心
を
な 

す
も
の
は
人
間
で
あ
り
、
経
済
科
学
を
研
究
す
る
に 

お
よ
ん
で
、
人
間
諸
科
学
と
の
問
に
有
機
的
な
生
き 

た
絆
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

と
結
ん
で
い
る
。

(

岩 

波

書
店

.
B
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•
上

.
昭
和
四
〇
年
十
月
刊
.

七
〇 

〇
円

♦
下

.
昭
和
四一

一
年
一
月
刊•

五
〇
〇
円

•

上 

下

•
六
三
一
頁

•
索

引

.
一
八
頁)

.

I
原

田

敏

彦—

氺 

氺 

本

堀
江
保
蔵
編

『

海
事
経
済
史
研
究』

本
書
は
、
海
運
、
造
船
、
港
湾
、
質
易
な
ど
を
軸 

に
し
た
海
辦
に
関
す
る
経
済
史
の
研
究
で
あ
り
、
日 

本
経
済
史
、
東
洋
経
済
史
、
西
洋
経
済
史
を
テ
ー
マ 

別
に
横
断
的
に
編
纂
し
た
興
味
あ
る
試
み
で
あ
る
。
 

そ
し
て

同
時
に
、
堀
江
保
蔵
教
授
の
還
暦
記
念
論
文 

集
と

も
な
っ

て
い
る
。

全
部
で
九
つ
の
論
文
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

I
明
治
十
年
代
の
海
運
業(

堀
江
保
蔵) 

n
北
前
船
の
近
代
化
と
そ
の
背
景(

関
順
也) 

m
日
本
に
お
け
る
近
代
港
湾
の
生
成(

佐
々
木
誠 

治)
.

IV
-

日
本
近
代
造
船
業
の
展
開
ハ
#
上
洋
一
郎)

V
北
洋
漁
業
の
近
代
化
に
お
け
る
企
業
と
政
党
の 

関
係
丨
日
ソ
漁
業
交
渉
と
島
徳
堪
件—

(

三
島
康
雄) 

VI

李
朝
時
代
の
海
運
業
I

そ
の
実
態
と
日
本
海
運 

業
の
侵
入—

(

安
策
治)

‘vn
西
印
度
商
船
と
セ
ビ
リ
ャ
贳
族(

木
田
和
男)

VI
n
ff
i
商
主
義
と
ィ
ギ
リ
ス
造
船
業
の
発
展(

角
山 

栄) 

.

汉
ビ
ク
ト
リ
ァ
中
期
の
囟
⑴
贸
易
運

動—
「

自
由 

贸
易
の
帝
国
主
義」

論
に
対
す
る
覚
書—

(

佐
藤
叨

新

刊

紹

介

I
章
は
、
三
菱
会
社
が
明
治
初
期
い
わ
ゆ
る
国
策 

会
社
と
し
て
政
府
の
保
護
の
も
と
わ
、力
国
海
^
業
の 

菡
礎
を
築
き
、
明
治
十
年
代
後
半
に
共
同
運
輸
会
社 

を
合
併
し
日
本
郵
船
会
社
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
、
. 

他
方
西
日
本
中
心
に
大
阪
商
船
会
社
が
生
ま
れ
、
こ 

の
ニ
社
を
め
ぐ
っ
て
海
運
業
の
発
展
が
：あ
っ
た
こ
と 

を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
近
代
海
運
業 

の
先
進
グ
ル
ー
プ「

社
船
1_
で
あ
り
、
後
進
グ
ル
ー 

プ「

社
外
船」

に
属
し
た
土
着
海
運
業
の
近
代
化
の
問 

題
を
、
主
と
し
て
一
般
民
間
の
地
方
物
産
輸
送
か
ら 

天
保
以
降
殊
に
発
展
し
た
北
前
船
の
研
究
か
ら
発
展 

さ
せ
て
考
察
し
て
い
る
の
が

n
章
で
あ
る
。
：
こ
れ 

は
、
新
式
技
術
に
ょ
る
直
業
資
本
の
発
展
は
、
弱
少 

資
本
の
開
拓
し
て
き
た
市
場
の
食
い
あ
ら
し
の
可
能 

性
を
作
り
出
し
て
い
る
社
会
経
済
的
装
盤
の
成
熟
に 

多
く
依
っ
て
い
る
と
い
ぅ
こ
と
を
語
っ
て
お
り
興
味 

深
く
且
つ
す
ぐ
れ
た
展
開
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

m
章
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

研
究
の
進
ん
で
い
な 

か
っ
た
と
い
わ
れ
る

港
湾
生
成
史
を
、
蒸
気
船
の
登 

場
、
幕
府
の
開
港
か
ら
；近
代
的
港
湾
の
.建

設

を

述

〜 

べ
、
汉
章
は
、
日
.露
戦
争
に
ょ
る
大
量
の
船
腹
需
要 

を
経
て
三
菱

•
川
崎
両
造
船
所
を
中
心
に
発
展
、
早 

く
も
第
一
次
大
戦
前
に
は
自
立

可
能
と
な
っ
て
い
た 

日
本
造
船
業
の
研
究
で
あ
り
、

日
魯
漁
業
株
式
会
社 

を
通
じ
て
現
在
の
問
題
で
：あ
る
日
ソ
漁
業
問
題
に
ア

プ
P

丨
チ
し
て
い
る
の
が5
>章
で
あ
る
。

VI

章
は
、
朝

鮮

の

開

港(

一
八
七
六
年)

前
の
租 

税
舟
運
や
不
定
期
海
運
業
に
、
や
が
てHI

本
資
本
の 

侵
入
が
あ
る
過
程
を
分
析
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研 

究
で
あ
る
。

vn
章
は
、
十
六
世
紀
終
り
頃
ま
で
の
ス
ベ
イ
ン
の 

セ
ピ
リ
ヤ
に
お
け
る
セ
ピ
リ
ヤ
贵
族
の
海
洋
贸
易
に 

関
す
る
投
資
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

ス
ぺ
イ 

ン
の
新
大
陸
贸
易
史
で
あ
る
。

VI

章
は
、

一

六
六
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
航
海
法
の 

背
景
及
び
成
果
を
分
析
し
、
そ

れ

が「

巨
大
集
中
マ 

二
ユ」

と
し
て
の
海
軍
造
船
所
の
発
展
や
、

一
一
ユ
ー 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
植
民
地
の
造
船
業
の
発
展
を
含
む
イ 

ギ
リ
ス
海
運
業
•
造
船
業
に
い
か
に
発
達
を
促
進
し 

た
か
と
い
ぅ
問
題
で
あ
る
。

I X

章
は
、
こ
れ
ま
で
の
論
文
と
や
や
視
角
を
変
え 

て
ビ
ク
ト
リ
ア
王
朝
時
代
の
自
由
贸
易
運
動
の
思
想 

史
的
内
容
を
も
含
め
た
性
格
規
定
で
あ
る
。

全
体
に
土
着
の
資
料
の
駆
使
か
ら
議
論
が
展
開
さ 

れ
、
海
事
経
済
史
研
究
と
い
ぅ
視
角
が
新
鮮
な
、
ま 

た
特
に
全
般
に
も
言
え
る
こ
と
な
が
ら
北
前
船
や
朝 

鮮
の
海
運
な
ど
す
ぐ
れ
て
乱
つ
非
常
に
意
義
と
興
味 

の
深
い
研
究
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。(

海
文
堂
•

昭 

和
四
ニ
年
一
月
刊

.
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